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仁保事件を追って
―― 事件のフィールドから ――
三藤　祥子
　山口大学には、1954年に県内で発生した強盗殺人事件の裁判記録の一部が保管されている。この「仁
保事件」は、一審・二審で死刑判決、最終審では無罪判決が出た、いわゆる冤罪事件である。この事
件の裁判資料を閲覧するために、2012年10月末に山口へ行くことにした。前回山口へ行った時は、３
日間ずっと図書館に籠って資料のコピーを行っただけで、事件現場を見に行くことができなかった。
時間的な制限があったことも理由の一つだが、当時は、60年近く経って様変わりした（であろう）現
場を見ることが研究の助けになるとは思わなかったし、資料を手に入れたことで満足して、事件現場
に行ってみようという発想自体がなかったように思う。
　そこで、今回は現場に行こうと思った。部屋の中で資料を読むことに飽きて、この閉塞感に風穴を
開ける何かがほしいと感じたからだ。そのため、今回は資料を閲覧・収集する以外にも事件現場とそ
の周辺にも出掛ける予定を入れ、５泊６日の計画を立てた。
　事件現場のある山口県中部「仁保地区」。その西端にある JR仁保駅は、駅舎や券売機も設置されて
いない、山に囲まれた小さな無人駅であった。駅周辺に人家はほとんどなく、山林と田畑が広がって
いる。事件現場はこの駅から北東に２キロほどのところだ。
　28日の昼過ぎに仁保駅へ到着。食料や水を持たずに気軽に来てしまったことを後悔しながら電車を
降り（仁保駅で降車するのは私一人だった）、時刻表を確認したところ、帰りに乗る下りの電車は２時
間に１本だった。
　駅に設置された待合席では、若い男性が一人
で電車を待っていた。話しかけたところ、もう
１時間近く電車を待っているのだが、まだあと
１時間は待たなくてはならないとのこと。随分
と暇だったらしく、私の持っていた地図（国土
地理院の地図を５枚繋げたもので縦120センチ横
105センチのもの）に興味を示し、何をする為に
来たのかを聞かれたので、事件の概要と現場を
見に来たことを話した。彼は、明日警察官の試
験を受ける予定で、ここには警察学校を見学す
るために来たのだと言う（駅から２キロほど東
に行くと、山口県警察学校がある）。事件のこと
写真１　仁保駅：駅舎、改札のない無人駅
山口行の電車は約２時間に１本通る
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は全く知らなった、知ることができてよかった、
と言われたので、お互いに励ましあって別れた。
裁判が行われていた当時は被告人を取り調べた
地元警察も随分と批判されたようだが、60年も
経つと事件を知る人も限られてくるのだろう。
　男性と別れた後は、60年前の地図と現在の地
図を見比べながら２時間ほど歩き回った。
　国道を東に歩いていくと民家が点在している。
集落は小さな山に囲まれており、斜面には古い
墓地があった。集落の全体を撮影するために山
の斜面を登るのだが、滑りやすい足場と大量に
落ちている栗のイガが靴を刺してくるので、登
るのに随分時間がかかった。事件は25日の深夜から26日の未明にかけて起きたと推定されている。27
日の地元新聞には、一面に「一家六人惨状さる」「みんな頚動脈を切られて」「原因は痴情か怨恨か」
（『防長新聞』1954.10.27朝刊　一面）等、センセーショナルな見出しで大きく報道された。このよう
な山あいの小さな集落で起きた凄惨な事件は、地元住民に大きな衝撃と不安を与えたことだろう。
　撮影を終えたあと、いよいよ現場に向かった。現場付近にはすでに家屋はないため、場所を特定す
ることはできなかったが、このあたりであろう、という場所に広がった田畑を見ながら、しばらく風
の音を聞いていた。10月といっても日が陰ると随分と肌寒く、人家が少ないせいか外灯もない。60年
前の深夜といえばもっと暗いだろう。この暗闇の中、凶行に及んだ犯人とはどんな人物だったのだろ
う、どのように現場から立ち去ったのだろうか。警察が推理したように犯人が山を抜けて逃走したの
だとすれば、真っ暗闇の山道を走ったということになる。そのようなことが本当に可能なのだろうか。
　１時間ほど付近を回りながら写真を撮ったが、すれ違う人は一人もいなかった。たまに車が通り、
そのたびにどこかで犬が吠える。遠くで子供たちの笑い声がするので、その声を追っていくと、川を
挟んだ300ｍほど先の畑で幼児たちがレクレーションをしているようで、色とりどりの小さな帽子が動
いているのが見えた。足もとにはコスモス畑が広がっている。秋口のこんな穏やかな風景が60年前に
もきっと広がっていたのだろう。この風景の中に、殺意を持ってひっそりと夜を待つ人がいる怖さを
想像し、少し探偵にでもなったような気分を味わいつつ、その場を後にした。
　翌日以降は、朝９時から夕方の５時まで大学図書館に籠って資料を読み、複写依頼を行った。裁判
資料にはニュースや新聞等で公開・報道されない情報も多い。このような情報をまとめながら、登場
人物を整理したり現場の状況を想像したりすることには、推理小説を読みすすめるような興奮がある。
それに加えて現場の様子を見た後だと、今までと同じ作業を行っていても、資料から受ける印象が少
し変わったように感じる。事件現場の地理や雰囲気を知ったことで、今までは架空の小説のように感
じていた資料に「生きていた人」の息遣いや生々しさをときおり感じるようになった。そのような瞬
間があると、資料を扱う責任や緊張感を感じると同時に、この事件の謎を楽しむ好奇心が刺激される。
それは、現場を見て感じた穏やかな風景と、資料に残された事件描写のギャップに「怖さ」を感じた
ことがきっかけだったように思う。
　フィールドに出て「行く」ことは新しい視点や想像のきっかけを与えてくれる。これは現場に行っ
てみなければ分からなかったことだった。
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